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驚 倒 提 曲 率 306質 し昭和六年11931.
rj本長点圃鑑 688貫 L昭和七年11932.
大日本客戯固説 932･-933貫 L昭利七年11932.
Lヒメマルカツヲブシムシ1の集まる花と集まらぬ花の調査,
誌原二十懸692-696頁 L昭和八年11933.
毛猫製品の寒巌と共編除法に_)､科拳とエ米第jt巻弟 /-i
L昭和八年11933.
新編家庭の審轟と基防除 116常州118質し唱和九年11934.
姉丸腔終曲防除の-一策として集花醍紋の概数､践蕗壮外窟
50･-52貫 L昭和九年11934.
毛織物の害為に就て 防轟科挙第･一班9ノ-14貫 L昭和12年11937.
毛織物の富農と其防除/J瀧 磯行年月不群O
凍文は､防轟科笹原-朝,Lヒメマルカヅヲブシムシ1の記載の終りに附け加やるつ
たのであるが､湧けて居たので此所に登載することと致したoL終軌1
